
1.発生動向 3．新型コロナウイルス感染症の段階適用状況
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 ◎ 〇 ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【 全数報告疾病 】

２類：結核

男性１名 ※全数報告疾病 すべての医師から届け出が必要な疾病

【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より増加し、注意報レベル継続中です。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より増加しています。

• A群溶血性レンサ球菌咽頭炎は前週より増加しています。

• 感染性胃腸炎は前週より増加しています。

【 集団発生情報 】
２か所の保育施設においてインフルエンザ、高齢者施設にお

いて新型コロナウイルス感染症の集団発生がありました。手洗

い、手指消毒、換気、環境消毒等の感染対策を徹底しましょう。

【 感染症コラム 】

～新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、風邪の違い～

• 「風邪(かぜ）」は、エンテロウイルスや一般的なコロナウイル

スなどによる比較的軽症なウイルス性上気道炎の総称です。

• 感染力に関しては、風邪ではそれほど強くないのに対し、イ

ンフルエンザや新型コロナウイルス感染症は強い傾向にあ

ります。

• 新型コロナウイルス感染症では、変異株（オミクロン株）の感

染性が強いとされています。

• 風邪やインフルエンザは通常、発症から3～4日で症状が軽

快し始めます。

• 新型コロナウイルス感染症は、初期症状が風邪やインフルエ

ンザと似ていますが、症状が長引くことが特徴です。

• 風邪、インフルエンザ、および新型コロナウイルス感染症と

も、ウイルスを含むくしゃみや咳を介して感染するため、感

染対策において換気が重要です。

国の基準に基づき、在院者数に応じた本県の段階（0～Ⅲ）を定め、段階に応じて即応病床数を

設定しています。


